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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年６月期第２四半期 2,818 10.5 21 － 31 244.9 20 －

2021年６月期第２四半期 2,551 △15.0 1 △96.5 9 △83.8 △42 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年６月期第２四半期 59.22 －

2021年６月期第２四半期 △119.94 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年６月期第２四半期 6,737 3,323 49.3 9,391.32

2021年６月期 6,424 3,320 51.7 9,383.00

（参考）自己資本 2022年６月期第２四半期 3,323百万円 2021年６月期 3,320百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年６月期 － 0.00 － 75.00 75.00

2022年６月期 － 0.00

2022年６月期（予想） － 75.00 75.00

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円　銭

通期 5,195 3.6 20 2.7 34 △34.1 17 － 48.35

１．2022年６月期第２四半期の業績（2021年７月１日～2021年12月31日）

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年６月期の業績予想（2021年７月１日～2022年６月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年６月期２Ｑ 415,841株 2021年６月期 415,841株

②  期末自己株式数 2022年６月期２Ｑ 61,995株 2021年６月期 61,995株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年６月期２Ｑ 353,846株 2021年６月期２Ｑ 353,846株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：有

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】２ページ

「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予想情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、一部地域に緊急事

態宣言やまん延防止等重点措置が発出されており、企業活動並びに個人消費が縮小せざるを得ない状況が続き、現

在に至るまで厳しい経済状況が続いております。そのため、依然として経済の先行きについて不透明な状況が続い

ております。

住宅市場におきましては、新設住宅着工戸数のうち持ち家の着工戸数について、2021年３月以降前年比プラスで

推移が続くなど徐々に回復基調に転じておりますが、ウッドショックの影響等から依然として住宅着工件数は低水

準で推移しております。

このような状況の中、当社は、主力製品である「ＣＥＲＡＭシリーズ」「ＳＨＩＮＴＯかわらＳ」の拡販や新規

顧客の掘り起こしの他、コロナウイルス感染拡大防止のため、ＹｏｕＴｕｂｅやＬＩＮＥ等のＳＮＳを活用した商

品ＰＲやＷｅｂ会議型アプリを使用したリモートによる営業活動にも努めた結果、売上高2,818百万円（前年同期は

2,551百万円の売上高）となりました。

利益面におきましては、燃料単価の高騰で製造コストが上昇しておりますが、工程管理の強化や効率生産を行っ

たことや、工場の稼働スケジュールの見直し等を行った結果、売上総利益445百万円（前年同期は431百万円の売上

総利益）、営業利益21百万円（前年同期は1百万円の営業利益）、経常利益31百万円（前年同期は9百万円の経常利

益）、四半期純利益20百万円（前年同期は42百万円の四半期純損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

(資産)

流動資産は、前事業年度末と比較して344百万円増加し、2,900百万円となりました。これは主に、受取手形、売

掛金及び契約資産が67百万円、電子記録債権が59百万円、たな卸資産が204百万円増加したこと等によるものであり

ます。

固定資産は、前事業年度末と比較して31百万円減少し、3,836百万円となりました。これは主に、有形固定資産が

37百万円減少したこと等によるものであります。

この結果、総資産は、前事業年度末と比較して312百万円増加し、6,737百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前事業年度末と比較して172百万円増加し、2,600百万円となりました。これは主に、支払手形及び

買掛金が95百万円、電子記録債務が77百万円増加したこと等によるものであります。

固定負債は、前事業年度末と比較して137百万円増加し、814百万円となりました。これは主に、長期借入金が150

百万円増加したこと等によるものであります。

この結果、負債合計は、前事業年度末と比較して309百万円増加し、3,414百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、四半期純利益が20百万円となり、剰余金の配当が26百万円あったこと等により、2百万円増加の

3,323百万円となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動により83百万円減少

し、投資活動により31百万円減少し、財務活動により139百万円増加となり、あわせて24百万円増加し、当第２四

半期会計期間末には129百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動における資金の支出は、83百万円となりました。

これは、主に仕入債務の増加173百万円、非資金費用である減価償却費60百万円の増加要因に対し、売上債権の

増加126百万円、棚卸資産の増加204百万円の減少要因があったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動における資金の支出は、31百万円となりました。

これは、主に有形固定資産の取得による支出30百万円があったこと等によるものであります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動における資金の収入は、139百万円となりました。

これは、主に長期借入れによる収入が200百万円、短期借入金の返済による支出20百万円、配当金の支払額26百

万円があったこと等によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績予想につきましては、新設住宅着工戸数の推移や原油価額の動向等不確定要素があるものの、現時点で

は2021年11月５日に公表しました決算短信の業績予想に変更はございません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年６月30日)

当第２四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 224,923 249,818

受取手形及び売掛金 942,043 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 1,009,551

電子記録債権 183,965 243,116

商品及び製品 1,104,981 1,310,913

仕掛品 12,170 11,714

原材料及び貯蔵品 63,574 63,054

その他 25,857 14,134

貸倒引当金 △2,000 △2,000

流動資産合計 2,555,517 2,900,303

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 835,964 801,730

機械装置及び運搬具（純額） 67,930 65,262

土地 2,717,187 2,717,187

その他（純額） 127,170 126,558

有形固定資産合計 3,748,252 3,710,738

無形固定資産 5,143 4,225

投資その他の資産

投資有価証券 65,478 75,760

繰延税金資産 5,505 4,124

その他 44,823 42,078

貸倒引当金 △529 △136

投資その他の資産合計 115,277 121,826

固定資産合計 3,868,673 3,836,791

資産合計 6,424,190 6,737,094

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年６月30日)

当第２四半期会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 398,318 493,788

電子記録債務 300,651 378,437

短期借入金 1,380,000 1,399,996

未払法人税等 29,164 16,255

賞与引当金 6,518 6,224

損害賠償引当金 7,330 7,330

その他 305,755 297,974

流動負債合計 2,427,737 2,600,005

固定負債

長期借入金 360,000 510,005

退職給付引当金 177,484 168,897

資産除去債務 34,867 35,251

その他 103,963 99,853

固定負債合計 676,316 814,007

負債合計 3,104,053 3,414,013

純資産の部

株主資本

資本金 412,903 412,903

資本剰余金 348,187 348,187

利益剰余金 2,665,508 2,659,924

自己株式 △125,108 △125,108

株主資本合計 3,301,491 3,295,907

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 18,645 27,173

評価・換算差額等合計 18,645 27,173

純資産合計 3,320,136 3,323,080

負債純資産合計 6,424,190 6,737,094
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　2020年７月１日
　至　2020年12月31日)

当第２四半期累計期間
(自　2021年７月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 2,551,319 2,818,802

売上原価 2,120,158 2,373,160

売上総利益 431,160 445,641

販売費及び一般管理費 429,604 424,497

営業利益 1,555 21,144

営業外収益

受取利息 6 3

受取配当金 1,346 1,481

受取運送料 8,246 15,819

その他 4,351 5,481

営業外収益合計 13,950 22,786

営業外費用

支払利息 6,328 5,387

固定資産除却損 － 6,685

その他 58 403

営業外費用合計 6,386 12,476

経常利益 9,120 31,454

特別利益

雇用調整助成金 40,005 －

特別利益合計 40,005 －

特別損失

減損損失 70,130 －

その他 5,735 －

特別損失合計 75,866 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △26,740 31,454

法人税等 15,700 10,500

四半期純利益又は四半期純損失（△） △42,440 20,954

（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　2020年７月１日

　至　2020年12月31日)

当第２四半期累計期間
(自　2021年７月１日
　至　2021年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △26,740 31,454

減価償却費 66,074 60,065

減損損失 70,130 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △9,345 △8,587

貸倒引当金の増減額（△は減少） △194 △393

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,005 △294

雇用調整助成金 △40,005 －

受取利息及び受取配当金 △1,352 △1,485

支払利息 6,328 5,387

売上債権の増減額（△は増加） △56,184 △126,247

たな卸資産の増減額（△は増加） 212,149 △204,956

仕入債務の増減額（△は減少） △78,421 173,256

未払金の増減額（△は減少） △14,835 52,532

未払又は未収消費税等の増減額 47,666 △53,846

その他 5,832 14,049

小計 180,097 △59,064

利息及び配当金の受取額 1,353 1,484

利息の支払額 △6,013 △5,091

雇用調整助成金の受取額 26,760 2,233

法人税等の支払額 △4,912 △23,408

営業活動によるキャッシュ・フロー 197,285 △83,846

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △70,004 △70,005

定期預金の払戻による収入 70,003 70,005

有形固定資産の取得による支出 △31,792 △30,640

その他 △794 △373

投資活動によるキャッシュ・フロー △32,587 △31,013

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 840,000 1,170,000

短期借入金の返済による支出 △960,000 △1,190,000

長期借入れによる収入 140,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △45,018 △9,999

リース債務の返済による支出 △3,777 △3,940

配当金の支払額 △26,380 △26,305

財務活動によるキャッシュ・フロー △55,176 139,755

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 109,521 24,894

現金及び現金同等物の期首残高 65,339 104,918

現金及び現金同等物の四半期末残高 174,860 129,813

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

収益認識に関する会計基準等の適用

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財またはサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサ

ービスと交換に受け取れると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより、従来は販売費及び一般管理費に計上していた一部の費用については、顧客に支払われている対価とし

て売上高より減額する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会計期間

の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、収益認識会計基準の適用による、当第２四半期累計期間の損益に与える影響額は軽微であり、期首利益

剰余金に与える影響はありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形

及び売掛金」は、第１四半期会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することといたしまし

た。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取り扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法に

より組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月

31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分

解した情報を記載しておりません。

　時価の算定に関する会計基準等の適用

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等 

を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計 

基準第10号2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計 

方針を、将来にわたって適用することといたしました。

　これによる、四半期財務諸表に与える影響はありません。

（四半期特有の会計処理）

　税金費用の計算

　税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り

　前事業年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響及び会計上の見積もりに

ついて、重要な変更はありません。
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